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	No.
	令和8年(2026年) 5月11日(月)発行
	中央区学校図書館支援センター機関紙

	IVER’S
	―学校図書館で本と出会い、未知なる世界に跳び込もう！―
	May 2026 - 特集
	学校図書館、 　　　　始まりの景色
	Pick up!
	学校図書館利用報告（令和７年度）
	　開館日数 　（中学校５校平均） 　　　約200日/各校
	　年間貸出 　（中学校５校合計） 　　　　　 8,654冊
	　蔵書点検（中学校５校） 　　　　　 年１回実施
	　延べ利用者数 　（中学校５校合計） 　　　　　33,315人
	　授業利用 　（中学校５校合計） 　　　　　　490回
	学校図書館支援センターもおかげさまで開設から１年が経過しました。 改めて、私たちの業務や取り組み内容についてご紹介します。



	中央区学校図書館支援センターの主な業務の紹介
	　豊富な図書資源を有する学校図書館において、子どもたちの読書活動を推進し読書好きの子どもを増やすことで、確かな学力や豊かな人間性のほか、思考力、判断力、表現力等を育めるよう、学校図書館に司書を配置します。
	➊ 学校図書館に司書を配置します。　　 　　(令和８年度は中学校５校に配置)
	➌ 学校図書館間、学校図書館と区立図書館の 　 連携を支援します。
	➍ 学校図書館関係者への研修会や連絡会の    サポートをします。
	➎ 機関紙を発行します。
	➋ 学校図書館の運営環境を整備します。
	➏ 読書活動推進に関する調査研究をします。
	学校図書館支援センターの取組み
	３つの目標に沿って、様々な支援を行います。
	０１．読書量UP
	➤ 読書イベントの実施（味見読書、読書会、 　 覆面文庫、謎解き図書館など） ➤ ビブリオバトルの支援 ➤ 図書館だよりの発行 ➤ 図書館オリエンテーションの実施 ➤ バリアフリー図書、リーディングトラッカー、　 　 コミュニケーションボードの導入 ➤ GoogleClassroomでの情報発信


	配置司書の一日（ある日の例）
	０2．理解力を高める
	０3．授業での活用

	開館から閉館まで、毎日６時間、図書館を支えます。


